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１マーケティング
1-1 事業名 アドバイザーを交えたマーケティング分析

(1)目的

コロナを経て、更に多様化するカスタマーのニーズを継続して把握し，分析して，
戦略立案や施策に活用するとともに、県域のマーケティング支援を行う。

(2)実施内容

➢ アドバイザーとの協同により，様々なデータを活用したマーケティングを実施

観光客数/宿泊客数ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、パラメータ調査・WEB調査、観光庁ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ分析、
検索ｷｰﾜｰﾄﾞ分析、WEBログ分析、SNS分析、Google Analytics分析、
各種市場調査・報道情報収集、など

➢ 観光統計の精度向上に向け、市町統計担当者とのブロック会議を開催

➢ HIT内におけるマーケティング情報の共有を図るため、毎月カスタマーマーケティングレ
ポートを作成

➢ 県域のマーケティングレベルの向上に向け、パートナーとの勉強会を毎月開催
（R3年1月～）

(3)成果

➢ 勉強会への参加者が一定数あり、パートナーへマーケティングの話をする場を設けること
ができた。

➢ 様々な分析を通じて、世の中で言われていることの検証を行うことができた。

観光ニーズの2極化、安心安全への関心の高まり、ﾏｲｸﾛﾂｰﾘｽﾞﾑﾆｰｽﾞなど



１マーケティング
1-2 事業名 デジタルマーケティングプラットフォーム（DMP)整備

(1)目的

観光に関する様々なデータが散在していることから、
これらを収集・整形して可視化できるダッシュボード
を作成するとともに、WEBブラウザで公開し、
パートナーや関係者へ共有できるプラットフォーム
を作成する。

(2)実施内容（主な掲載データ）

観光庁：宿泊旅行統計調査、旅行観光消費動向調査、

訪日外国人消費動向調査、観光入込客統計

HIT（市町）：広島県観光客数の動向、

広島県パラメータ調査、

県民向け観光振興満足度調査、

モニタリングデータ 等

(3)成果

➢R2年度は、主にオープンデータを掲載した
ダッシュボードの整備を行った。

➢今後、WEBブラウザ上で活用できる
プラットフォームそして、HIT内はもちろん、
パートナーへも活用を勧める。

DMP画面イメージ

例えば・・・
観光庁の宿泊旅行統計
毎月30以上の表が公表され、
その中から必要なデータを
抽出して集計している。。

DMPのダッシュボードで、
・グラフ等可視化
・前年比、エリア比較等の
分析が簡単に可能



１マーケティング

1-3 事業名 マーケティング調査業務
(1)目的

施策の効果検証や立案に生かすためのデータ収集及び分析を行う。

①全国共通の基準による、対面調査での観光客のマインドや属性把握

②県外客の観光ニーズや再来訪意向、県民の観光振興に対する満足度等の把握

(2)実施内容

①観光地点パラメータ調査
・県内代表20地点での全国共通基準による対面アンケート調査

②観光客向け再来訪意向度等調査及び県民向け観光振興に関する住民満足度調査
・上記と連携した、県民向け及び県外観光客向けのWEBアンケート調査

(3)成果

➢施策の効果検証及び分析のためのデータ蓄積につながる土台を整備した（WEB調査）→
次年度以降も継続して調査を行い、指標（KPI）のモニタリング・打ち手の
検討を行う

➢コロナ禍での来広客のニーズ変化を把握した
（ニーズの分散・多様化、不満点の変化、長距離移動での車利用者増加 等）

➢県民の観光振興に対する意識を把握した
（県内の魅力発信に関心のある層、住民満足度につながる指標、施策ニーズ 等）



１マーケティング

1-４ 広島県観光ビジョンムービー制作

(1)目的

・広島県の観光に従事するパートナー事業者や県民と、HITの基本方針である「圧倒的顧客志向」や

共に目指したい観光の「ありたい姿」を共有するため、ビジョンムービーを制作。

(2)実施内容

・HIT職員が企画や取材(日程調整、出演、撮影、インタビューなど)を自ら行う等、制作に深く

関わった。制作後は、各講演会やセミナー、またSNS等のデジタル媒体にて配信。

次年度以降もあらゆる場面で上映する。

(3)成果

・youtube ：計2,387回

・Facebook ：計1,390回

・その他 ：

各講演会やセミナーで配信 (R2.11月～)

もみじ銀行広島駅前支店サイネージ上映 (R2.11月～)

HIT観光大使サイトに掲載 (R3.1月～)

シャレオ中央広場デジタルサイネージ上映 (R3.2月～)

基町クレド大型ビジョン上映 (R3.2月～)

※R3.3月9日時点

あわせてHITロゴも制作。
ビジョンムービー同様，
次年度以降，HITとしての
ビジョン共有のため活用
していく（HIT管理費にて
対応）。



２ プロダクト開発
2-1 事業名 観光事業者支援事業（クラウドファンディング）

(1)目的
新型コロナウイルス感染症の影響により、中小企業や個人事

業者等の観光関連事業者が経営面で大きなダメージを受けてい
る中、観光関連事業者が観光事業資金を調達する取組を支援す
ることにより、観光関連事業者への経済的支援と収束後におけ
る速やかな需要回復に繋げる。

(2)実施内容
・支援者に対する返礼（リターン）に要する経費の一部や、ク
ラウドファンディングサイトの決済手数料をHITで負担

・観光プロダクトのブラッシュアップや支援者に対するリター
ンの内容等について、専門家によるアドバイス等を事業者に
対して実施

・Youtube動画の作成、SNS広告、シャレオやLECTなどでの
イベント、テレビ・ラジオ番組等による各種プロモーション
の実施



２ プロダクト開発
2-1 事業名 観光事業者支援事業（クラウドファンディング）

(3)成果
プロジェクト数：176社（目標：200社）
支援総額：99,357,578円（目標：200,000,000円）
支援者総数：8,841人

・テレビ、新聞、インターネット広告等を活用した積極的な情報発信による、観光関連事
業者の認知度向上

・当事業を通じたHITと観光関連事業者との新たな関係構築による、新たなプロダクト開発
の実現

・当プロジェクトのPRのために開催したイベントを通じて、観光関連事業者が繋がる機会
を提供でき、今後のプロダクト開発における連携が期待

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
例



２ プロダクト開発

2-2 事業名 観光プロダクト開発（補助金）

(1)目的

新型コロナウイルス感染症拡大により経営面で大きな影響を受けている観光関連事業者

が、新しい生活様式に対応した、顧客志向の新たな観光プロダクト開発に要する経費に対

し、予算の範囲内において補助金を交付し、開発を促進する。

(2)実施内容

・補助対象事業 「新しい生活様式」に対応したプロダクト開発（既存の外国人観光客

向け観光プロダクトの国内観光客向けへの改良も含む）

・補助対象者 個人事業主、法人，旅行業者等，観光協会，商工会議所，商工会，

特定非営利活動法人，及びこれらを主な構成員とする協議会

・補助対象経費 備品購入費、旅費、委託費、人件費（観光協会，商工会議所等を除く）、

広報宣伝費等

・補助率 4/5

・補助上限額 １事業者あたり上限4,000千円（人件費は補助上限額の1/2以内）

(3)成果

・延べ83の事業者から申請があり、審査を経て27事業者採択

・採択事業者は、HITが契約するアドバイザーから専門的助言を受け、より魅力的なプロ

ダクトになるよう内容を改良し、販売開始。







２ プロダクト開発
2-3 事業名 観光プロダクト流通促進事業(専門家)

(1)目的

観光プロダクト開発支援補助金により採択された事業者に対し、旅行商品開発やマーケ

ティング等に精通した専門的知見を有するアドバイザーを配置し、顧客視点の魅力ある観

光プロダクトとなるよう商品のブラッシュアップを目的とした助言を行う。

(2)実施内容

・プロダクト開発のスタートから販売までの各プロセスにおける助言

・販売商品の基礎情報をまとめた個票の作成

(3)成果

・単なる補助金交付ではなく、開発過程にアドバイザーを加えたことで、多くのプロダク

トが改良された。

・「アドバイザーの専門的知見が非常に参考になった」や、「アドバイザーとブラッシュ

アップしていくサポート体制が良かった」といった評価が事業者から多く寄せられた。

・一方で、プロダクト開発の経験が豊富な一部の事業者からは、より専門的な助言を求め

る声もあった。



２ プロダクト開発
2-4 事業名 富裕層向けプロダクト開発促進事業

(1)目的

旅行消費額全体の13％を占め、今後のマーケ

ット拡大が有望な富裕層に対し、広島県が有する

歴史・文化、自然、食、アクティビティ等の観光

資源を活用した、観光プロダクトの開発を促進する。

(2)実施内容

広島県が有する歴史・文化、自然、食、アクテ

ィビティ等の文化や観光資源を活かし、質が高く、

富裕層外国人観光客に訴求力があり、他の地域と

差別化を図った広島らしい観光プロダクトを造成。

(3)成果

高級宿泊施設での宿泊、寺での瞑想体験、牡蠣

生産現場の訪問、広島の食材をふんだんに使った

レストランとの連携等により、15プロダクト以上

開発見込み。

世界的に有名な出版社（Conde Nast Japan）との

連携による国内向けの旅行商品化が実現した。



２ プロダクト開発
2-5-1 事業名 ナイトタイムエコノミー（外国人観光客向け夜神楽公演無観客動画配信）

大聖院ライト アップ

(1)目的
新型コロナウイルス感染症収束後のインバウンド誘客に向けて、

神楽の動画配信を行うことで、日本文化に興味を持つ外国の人々
（特に欧米豪）に対してアプローチし、神楽の認知度の向上や来
広意識の促進を図る。

(2)実施内容
・開催日時：全11回公演（11/15～3/21）
・開催場所：県民文化センター他、各神楽団の練習場、神社等
・開催概要：外国人観光客向け夜神楽公演の無料配信（YouTube）
を実施。

神楽のあらすじ、口上（せりふ）を英語に翻訳し、
配信時に、YouTubeのテロップで画面に投影。

(3)成果
・これまで、外国人観光客向け夜神楽公演として、舞台上に英語
のテロップを投影して高い評価を得ていたが、今回の配信事業で
は、その資産をYouTube動画のテロップとして活用することで、こ
れまでは閲覧されることが少なかった欧米豪の日本文化ファンに
対してリーチすることができた。



２ プロダクト開発
2-5-2 事業名 ナイトタイムエコノミー（観光庁事業を活用）

弥山の星空と御来光（早朝）

大聖院ライト アップ(1)目的
広島県のナイトタイムエコノミーを活性化するため、観光庁事

業を活用したプロダクト開発を実施

(2)実施内容
①大聖院 紅（あか）もみじライトアップ2020
紅葉の最盛期に、宮島・大聖院境内をライトアップする企画を、

日本最大級の写真投稿サイトを運営する東京カメラ部(株)プロデュ
ースのもと開催

・開催日時：令和2年11月17日（火）～29日（日）13日間
18時～21時（密を回避するため人数制限）

・開催場所：廿日市市宮島町 大聖院境内

②弥山の星空と御来光
弥山山頂に宿泊し、満天の星空と広島の夜景を眺め、写経写仏

朝勤行等を体験するプログラムを実施
・開催日時：令和2年10月3日（土）～11月1日（日）の土・日

全4回
・開催場所：廿日市市宮島町 弥山山頂

(3)成果
①ライトアップは、総入場者数約1,200名、弥山体験はキャンセル待ちが出る等、非常に評価
が高く、宮島における新たな夜間プロダクトの充実に繋がった。

②弥山山頂体験は、次年度の実施が決定し、自走化が実現した。



２ プロダクト開発
2-5-3 事業名 ナイトタイムエコノミー（自主事業）

弥山の星空と御来光（早朝）

大聖院ライト アップ

(1)目的
広島県の夜間のプロダクトを開発するため、以下の取

り組みを実施した。

(2)実施内容
①北部エリアでの屋外型レストランの実施
２次交通が脆弱な北部エリアへの誘客促進及び滞在

時間の延長による観光消費額の増大を目指し、庄原
DMO等と連携し、レンタカーを組み込んだモニターツ
アーを実施。
・開催日時：令和３年３月27日（土）～28日（日）

１泊２日
・開催場所：備北丘陵公園内「里山の駅 庄原ふらり」、

庄原市内等

・開催概要：「庄原の美食と創り手の思いに触れる旅」と題し、比婆牛等の地元食材を使っ
た料理を屋外の特別な空間で味わうとともに、生産者との交流を実施。また、
生産者（店舗）を巡る周遊マップを制作し、自動車による周遊促進を図った。

・成 果：参加者：10組20名（申込：22組44名）
着地型観光プロダクトの開発にHITが主体的に関わったことによりノウハウ習
得に繋がった。今後の他地域への展開を検討。



２ プロダクト開発
2-5-3 事業名 ナイトエコノミー（自主事業）

弥山の星空と御来光（早朝）

大聖院ライト アップ

②『HIROSHIMA NIGHT MUSEUM』の開発
閉館後の夜間の美術館を舞台に、地元の劇団や

著名な脚本家とコラボレーションし、まったく新
しいアート体験を開発した。

・概 要：脚本家（映画監督）が制作したシナリ
オをもとに、西洋絵画の作家に扮した劇
団員が作品を解説する、演劇鑑賞と美術
鑑賞を同時に楽しめる、国内初の新しい
アート鑑賞プロダクト

・開催場所：ひろしま美術館

・成 果
・観光大使を対象としたテスト開催を企画したと

ころ定員の４倍を超える申し込みがあった。
・参加した観光大使の満足度が非常に高く、プロ
グラム改良を行った上で、４月からの定期公演
化が決定した。

・日本初の取り組みであり、非常に話題性のある
質の高いプロダクトに仕上がった。



２ プロダクト開発
2-5-3 事業名 ナイトエコノミー（自主事業）

③『Moving Dining Out』の開発
広島電鉄の飲食可能な路面電車「トランルー

ジュ」をレストラン会場と見立て、移動しながら
広島ならではの食をコース料理で味わう。

・概 要
各停車駅でそのエリアの至上の逸品が食べられ

る新しいスタイルの移動型レストラン。
料理はケータリング会社や飲食店と連携し、広

島の食材にこだわったメニューを提供。

・成 果
・広島県夜の魅力づくり協議会関係者等を対象と
したテスト開催を３月に実施

・テスト開催でのアンケート結果も参考に商品改
良を行い、次年度の販売開始を予定



２ プロダクト開発
2-2 事業名 体験型観光プロダクト造成・販売促進開発（OTA）

(1)目的
訪日旅行における訪問先・宿泊先として広島県が優先

的に選択されるために、本県が有する歴史や文化、自然
などの観光資源を活かした外国人観光客向け観光プロダ
クトを造成・販売し、滞在時間の延長や消費機会の創出
に取り組むことにより、観光消費額の増加につなげるこ
とを目的とする。

(2)実施内容
①質が高く、外国人観光客に訴求力のある外国人観光
客向けプロダクト観光を新たに造成するとともに、
既存の観光プロダクトのブラッシュアップを行った。

②テストマーケティング（国内在住の外国人による
FAMツアーの実施）

(3)成果
①新規に13プロダクトを開発するとともに、既存の
12プロダクトのブラッシュアップを行った。
②OTAに掲載し販売開始を予定



２ プロダクト開発
2-3 事業名 Eバイクを活用したプロダクト開発

(1)目的
近年の暖冬等によるスキー場の相次ぐ閉鎖や、宿泊

施設の営業終了等、山間部の観光を取り巻く環境は厳
しいことから、欧州で流行している電動アシスト付き
自転車（マウンテンバイク：E-MTB）を活用し、山間
部の特長を活かした新たな観光プロダクトの開発を広
島県サイクリング協会と連携し実施。

(2)実施内容

①県内２か所のスキー場（恐羅漢スキー場、スノーリ
ゾート猫山）で試乗会を開催

②E-MTBの貸出
自転車メーカーからE-MTBを借り受け、E-MTBを
活用したプロダクト開発に関心のある事業者に貸与

③事業者へのアドバイス業務など
貸与した事業者に対し、広島県サイクリング協会に
よるコース設計の助言等を実施

(3)成果

複数の地域においてプロダクト開発見込み。



(1)目的

新型コロナウイルス感染症の拡大による観光客の落
ち込みが続く中，美術館を活用した地域の活性化や観
光周遊に取り組む事業者等をモデル的に支援し観光消
費額単価の向上に繋げる。

２ プロダクト開発

2-3 事業名 美術館を活用した観光プロダクト開発

(2)実施内容

スタジオジブリなどのアニメーション映画の美術監

督・背景画家として数々の名作に携わってきた山本二

三の背景画等を展示する特別展開催を支援。

(3)成果

来館者アンケートにより、来場者の尾道市内及び県

内滞在中の訪問先について、大まかな傾向を把握する

ことができた。今後の施策の実施において参考になり

得るデータが入手できた。



２ プロダクト開発
2-9 事業名 地域の「人」の魅力発掘・情報発信(本の作成)(旧連盟予算)

(1)目的

県内各地で活躍している「人」にスポットを当て、地域の魅力的な「人」を発掘して

その魅力を広く発信することにより広島県への来訪に繋げるとともに、現地での交流等を

通じて再訪意向を高める。

(2)実施内容

①わざわざ会いに行きたくなるような人物の発掘・取材

②次年度に発行を予定する書籍のデザイン制作及び出版計画の策定

③制作過程をSNS等で発信

(3)成果

新型コロナウイルス感染症の影響により、取材対象者への取材が困難であったため、

令和３年度も継続事業として、取材及び記事制作を行う。

取材中の様子等を動画撮影し、編集したものをYoutubeで発信する取り組みを行った。

書籍の出版は令和３年中の予定。



２ プロダクト開発
2-10 事業名 着地型旅行商品造成支援(旧連盟)

(1)目的

市町と共同で、着地型観光素材集を『旅の素』として冊子にまとめて掲載し、

旅行会社にPRする。広島県域の観光素材の商品化を図る。

(2)実施内容

『旅の素』上期版（2021年4月～9月）下期版（2021年10月～2022年3月）各700部作成

安全安心・イチオシ・素材テ－マの明確化やわくわくポインの項目を新設

「ご当地グルメ」の紹介に加え、下期は「この人に会いに行こう！」欄を新たに設けた。

(3)成果

主要旅行会社に冊子発送（約50事業所）

地元旅行会社に訪問配付、PR

JTBの提携店対象（中四国40社）

のオンライン説明会でプレゼン

『旅の素』下期用表紙



２ プロダクト開発
2-11 事業名 旅行商品造成支援(旧連盟)

(1)目的

貸切バス・視察・研修の各助成制度を構え、広く誘客促進を図る。

(2)実施内容

①バス助成（旅行会社エスコ－ト商品）

・中山間振興を目的とした助成。バス1台あたり5,000円～50,000円の助成金

②個人視察助成（旅行会社・メディア）

・商品造成または新聞・雑誌等への掲載を目的とした下見費用の助成

③研修助成（旅行会社）

・旅行商品を販売する旅行会社社員が、社員研修を目的とした広島県内観光施設等の

現地視察に対する支援（上限ひとり5,000円）

(3)成果

①バス：JTB旅物語・阪急交通社・クラブツ－リズム・広交観光・山陽新聞旅行社など

計14事業社 バス85台 参加者数1,851名

②視察：休暇村大阪センタ－・パ－パスジャパン・ダイヤモンドビッグ社・

郵船トラベル4社

③研修：日本旅行（コンテンツ開発）1社



２ プロダクト開発
2-12 事業名 教育旅行誘致(旧連盟)

(1)目的

学生時代の教育旅行における平和学習と多彩な体験学習を通じて，広島県ならではの良

さを体感し，地域の人々との感動を共有するとともに，将来の広島県へのリピーターとな

るよう，旅行会社や学校，関係団体等に対する誘客・宣伝活動の強化を図る。

(2)実施内容

①広島県教育旅行現地視察研修支援事業助成金

・広島県内での宿泊を伴う教育旅行を計画している広島県外の学校，学校教職員又は

ＰＴＡ等教育旅行誘致に寄与している組織に対して，広島県への教育旅行を新たな

ルートとして調査を行うための視察の経費（交通費及び宿泊費等）の一部を助成（同

一学校関係者視察１回につき２人まで、１人当たり３万円を上限）し、広島県内への

教育旅行の誘致を促進した。

②広島県教育旅行ランチガイドブック

・広島市，呉市及び廿日市市（宮島）で教育旅行の班別行動を行う生徒に対し，

昼食場所を選定する際に活用できる，飲食店を掲載したランチガイドブックを

制作。

(3)成果

①助成数：17校 助成額：78千円

②部数：10,000部 製作費：25千円



３ おもてなし向上・受入環境整備事業
3-１ 事業名 デジタル技術等を活用した観光地スマート化推進事業

(1)目的

誰もがストレスなく安全安心に周遊観光を楽しんでもらえるよう、デジタル技術等も活用

した観光施設等の受入環境を整備する

(2)実施内容

(3)成果（令和３年３月31日現在）

採択件数 90件

補助金額 846,461千円

対象事業 補助率 導入事例

（１）観光施設等におけるデジタル技術の活用や新しい生活様式
に対応する等，安全・安心でストレスフリーな受入環境整
備事業

4/5

・事前予約システムやチケットレスシステム
等の導入
・VR機器やAIチャットBotの導入
・自動チェックインシステムの導入 など

（２）観光施設等における基本的な受入環境整備事業 4/5
・ユニバーサルデザイン化に必要な施設改修
・無料公衆無線LANの整備 など

（３）観光施設等における混雑状況の可視化対策事業 10/10 ・観光施設等の混雑可視化システムの導入



3-2 事業名 AIカメラ混雑度合の見える化事業

(1)目的

新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、人混み等３密を回避するなど、観光に対する

「安全・安心」への意識が高くなっている。

観光客が安心して県内の観光を楽しんでもらえるよう、AIやIoTを活用し観光施設等に

おける混雑具合の状況をリアルタイムに確認できる環境を整備する。

(2)実施内容

・AIカメラを活用した混雑可視化 ５施設

・IoTセンサを活用した混雑可視化 ７施設

(3)成果

・11月の連休に混雑可視化ページの閲覧数が増加

観光地の混雑状況についてニーズがあり、

混雑可視化の重要性が確認できた

【観光ナビ R2.11月閲覧数】

３ おもてなし向上・受入環境整備事業



3-3 事業名 宮島口における円滑な駐車及び交通誘導

(1)目的

ＧＷ等の繁忙期には，宮島口周辺道路は空庫駐車場を探す車両で大変混雑し，駐車ま

でに必要以上に時間を費やしている。

この事が宮島観光の満足度低下につながりかねないため，駐車までの所要時間を最短

化する取組として，まず，空庫エリアへのＱ出し（整理券等発行等）誘導などの実証実

験を実施し，円滑な駐車誘導システム構築に向けた効果検証を行う。

(2)実施内容

・車両流量等可視化分析

・駐車までの所要時間調査

・観光客満足度調査

(3)成果

・新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、秋に計画していた実証実験を次年度に延期

・混雑しても宮島観光の意向が高く、コロナ禍の旅行では車観光の需要は増加

・駐車までの時間がかかった人、混み具合に苦痛を感じた方でも車利用の意向が高い

３ おもてなし向上・受入環境整備事業



3-4 事業名 HIROSHIMA_FREE_Wi-Fi

(1)目的

外国人観光客が観光情報を入手し，ストレスなく移動しながら観光

を楽しむためには，無料Ｗi-Ｆiの整備及び利便性の向上が重要。

このため、広島市を始めとする市町が通信事業者と連携して取り組む

無料公衆無線LAN「Hiroshima Free Wi-Fi」の拡大などに対し支援。

(2)実施内容

外国人観光客の利用促進に向け，HIROSHIMA FREE Wi-FiのＰＲや広域動的分析に対す

る経費の一部を補助

(3)成果

HIROSHIMA_FREE_Wi-Fi設置拠点数

R2.3月末 150拠点 ⇒ R3.3月末 173拠点 23拠点増

３ おもてなし向上・受入環境整備事業



3-5 事業名 広島県地域通訳案内士の育成

(1)目的

広島県を訪れる外国人観光客に対して，広島に関する深い知識を持った，質の高いガイ

ドの育成を図るため，広島県地域通訳案内士育成等計画に基づき，広島県地域通訳案内士

を育成する。

(2)実施内容

育成研修期間： 令和２年10月3日（土）から11月28日（土）の土日のうち，計７日間

研修内容：オンライン研修（コミュニケーション/ホスピタリティ,地理/歴史/ 観光）

及び語学研修，観光地での実務研修等

口述試験：令和２年12月12日（土） (育成研修全日程出席者のみ受験可能)

(3)成果

・合格者数等

(参考) 2019年度までの地域通訳案内士登録者数 英語127名 中国語 12名

区 分 全受講者数
口述試験

合格率
受験者数 合格者数

英 語 70人 66人 59人 89%

中国語 10人 8人 6人 75%

全 体 80人 74人 65人 88%

３ おもてなし向上・受入環境整備事業



3-6 事業名 満足度向上対策調査（おもてなしギャップ調査）

(1)目的

県内観光関連事業者が行っているおもてなしや受入環境整備が、観光客にとって満足さ

れている状況となっているのか、又何に不満を感じているかを、観光客や県内観光事業者

への調査により明らかにし、今後のおもてなし向上に向けた方針検討の基礎資料とする。

(2)実施内容

(3)成果（調査結果）

・従業員の接客応対がおもてなしにおいて重要であることは、観光客・事業者の共通認識

・「おもてなしの向上が事業者にとってプラスに働く」というスキームをつくらなければ、

事業者のモチベーションを維持できない。

・事業者に求めるおもてなしの水準を定め、それを達成したことに対し評価する仕組みを

作る必要がある。

広島に訪れた観光客に対する調査 県内観光関連事業者に対するおもてなし事例調査

調査方法 インターネットアンケート調査
電話又は対面ヒアリング等による調査
（30分程度のデプスインタビュー）

調査対象

全国の18歳以上の男女のうち、平成30年４月以降に
広島県及びあらかじめ設定した都道府県（２程度を協
議の上決定）の双方に観光した経験を持つ者

県内観光関連事業者（業種：宿泊施設、飲食店、地
域特産品販売店、公共交通機関、観光施設）

サンプル数 1,000サンプル程度 各業種別５社以上

調査項目

①基本属性
②業種別おもてなしに対する満足・不満足の内容
③業種別不足している受入環境整備
④業種別おもてなしに対するニーズ

観光客向けの調査結果を踏まえ、業種別に観光客に
対するおもてなしについて、取組内容や課題、今後
の対応策等を調査し、観光関連事業者が実施してい
るおもてなしの現状や課題等を把握する。

３ おもてなし向上・受入環境整備事業



3-7 事業名 ボランティアガイド協会支援（旧連盟事業）

(1)目的

観光客の満足度を高め，リピーター化を促すため，観光ボランティアガイドの養成等

の事業を行う団体への支援。

(2)実施内容

観光ボランティアガイド団体が必要とする次の対象経費に対し、その一部を補助。

【対象経費】

・ボランティアガイドの養成等，人材育成事業に係る経費

・ガイド活動に必要な物品の制作や購入等

【助成金額】

・助成は1団体につき1回，助成金上限額は3万円

(3)成果

11団体に約326千円を交付。各団体の体制整備に寄与。

３ おもてなし向上・受入環境整備事業



3-8 事業名 外国人受入対応環境整備（旧連盟事業）

(1)目的

広島のインバウンド受入体制の向上を図るため、インバウンド受入の各種商品や体験型

メニューなどを一堂に会し、外国人観光客受入により積極的に取り組もうとする自治体や

団体などに紹介するB to B商談会の開催。

(2)実施内容

広島コンベンションビューローが主催で開催予定であった「インバウンド受入ビジネス

フェア」が、新型コロナウィルスの感染の拡大に伴い、開催を延期。完全オンライン化し

たうえで「広島トラベルマート」として開催。広島県観光連盟は共催として支援。

開催日時 令和３年２月１日～令和３年２月２８日

(3)成果

広島トラベルマート

登録者数 258人

延べ訪問者数 2,887人

３ おもてなし向上・受入環境整備事業



【国内プロモーション】

4-1 県内向けプロモーション（県誘客促進事業PR）
ひろしま観光ナビ特設ページ制作

(1)目的

広島県の宿泊等割引制度の施策をPRすることにより、観光への動機づけを行い、

県内周遊及び近隣県等からの誘客を促進する。

(2)実施内容

■県民向け情報発信

・地元新聞への広告掲載

中国新聞全５段 2回、半５段 ４回

・テレビCM等の放映

15秒スポットCM 8/24(火)～9/13 (月) 150本

60秒インフォマーシャルなど ７本

ニュース連動企画 １回

・ポスター及びチラシでの情報発信

県内路線バス車内でのポスター掲示及び県内コンビニ等へのチラシ配架

・ひろしま観光ナビ PV数 ：7,429,227（R2.4～R3.3）

４ プロモーション



【国内プロモーション】

■誘客エリアに応じたターゲット層への情報発信

・７月は県内在住者、８月からは中国５県及び愛媛県在住者、10月以降は全国（関西圏）

に誘客エリアを広げ、SNS広告を実施

※新型コロナの状況に応じて広告配信エリアを設定

(3)成果

・15秒スポットCM GRP：909.3％

・SNS広告インプレッション数：16,737,139

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-2 プロモーション強化事業（プロダクト情報発信)

(1)目的

大都市圏等をターゲットとし、体験型観光プロダクトをメインとした安全安心な

周遊観光の魅力を情報発信し、予約行動を喚起させることで、新型コロナウイルス

感染症の影響により減退した観光需要の回復を図る。

(2)実施内容

■今年度開発したものなど、体験型観光プロダクト等を選りすぐり、

動画及び体験記を計14本制作

４ プロモーション



【国内プロモーション】

■体験型観光プロダクトを特集する特設サイト「＃新しい非日常」の開設

■SNS広告による情報発信

facebook、Instagram、YDN、GDN広告を実施

※新型コロナ感染症拡大防止のため、ターゲットを大都市圏等から広島県内に変更

※コンテンツ情報を見てもらうこと（クリック数）を重視し、広告配信を行った。

(3)成果(目安） SNS広告による情報接触者数

・インプレッション数 （広告表示回数） 16,943,656/目標16,900,000

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-3 プロモーション強化事業（県内周遊）

(1)目的

時節に応じたメッセージを発信し、観光への動機づけを行い、県内周遊を促進する。

(2)実施内容

■コロナの状況を踏まえながら、県内周遊促進を図るため、コロナ禍でのニューノー

マルな旅の楽しみ方や広島の魅力を発信するためのテレビCM動画及びポスターデー

タを制作

■WEBでの発信をするための特設サイトを制作

(3)成果

・テレビCMの制作：30秒動画２本、15秒動画１本

・ポスターデザインの制作：５種類

・特設サイトの制作

※制作したコンテンツは、新型コロナの感染状況等を踏まえ、４月以降に発信する予定

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-4 PR企画の実施「牡蠣ングダム」

(1)目的

観光客の旅の目的の一つとして“食”への興味が高いことから、生産量日本一の牡蠣に
係る「食体験」 を広島ならではの魅力として届けることにより、誘客や観光消費増向上
につなげる

(2)実施内容

■「牡蠣食う研」によるプロダクト開発及び情報発信

組織：R1年度に結成された牡蠣生産者や料理人、フードプロデューサー、編集者など、

牡蠣に対する熱量が高い専門家集団

役割：「牡蠣食う研」の活動に触れた人や地域が自発的に行動し情報発信を行う熱源

となる

活動内容：現状の課題を「研究課題」として設定し、解決に向けて活動する。

課題解決に向けた一連の取組をコンテンツ化し発信する。

（白いカキフライ、春牡蠣など）

４ プロモーション



【国内プロモーション】

■プロダクト「広島はしご牡蠣」のブラッシュアップ

先進実施エリア「横川商店街」及び「大須賀町駅西地区」の２つの地区において、
「牡蠣食う研」による活動成果を導入し話題化を図るなど、「広島はしご牡蠣」の磨き
上げを行うとともに、観光客への認知を高める。

■WEBサイト・SNS

「牡蠣ングダム」の特設サイトの運営、SNS等を活用した情報拡散を図る。

(3)成果

・WEBサイトPV数：346,685（R2.4～R3.1）

・メディア露出広告換算額：¥88,091千円（R2.4～R3.1）

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-5 共感メッセージ＜第１弾＞

(1)目的

旅行割引制度や安全安心情報だけではまだ旅行を躊躇しているカスタマーに対して、
観光事業者の正直な気持ちを表したメッセージを届け、共感してもらうことで、観光へ
の動機づけを行う。

(2)実施内容

コロナ禍において、国及び自治体等による割引制度等の特典だけでは旅行意欲が

高まらない層に向けたメッセージ発信

・県内及び近隣県での新聞広告

中国新聞、山陰中央新報、愛媛新聞

・県内JR駅等でのポスター掲示

JR広島駅（サイネージ・ポスター）、広島市内バス停

・SNSでの情報発信

(3)成果

・SNSエンゲージメント数：8,553

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-5 共感メッセージ＜第２弾＞

(1)目的

コロナ禍において、積極的な観光誘致プロモーションができない中、県外で暮らす広
島出身者等に時節に応じたメッセージを発信することで、共感を生み、広島のファンづく
りに繋げる。

(2)実施内容

年末年始に広島に帰省できなくなった東京都内在住の広島県出身者に、今だからこそ

届けたい正直な気持ちをメッセージとして発信。

・首都圏６駅でのポスター掲示

（東京駅、渋谷駅、大手町駅、池袋駅、横浜駅、新宿駅）

・WEBメディアでの情報発信

・SNSでの情報発信

４ プロモーション



【国内プロモーション】

(3)成果 ※速報値

・公式SNSエンゲージメント数：54,000

・プレスリリース（WEB）PV数：18,650／いいね数：2,450

※PRTIMESランキング最高４位

・WEBメディア広告出稿記事PV数：18,642／いいね数：661／シェア数：402

・メディア露出：191媒体掲載（広告換算額：162,418,300円）

Yahoo!ニュース12回掲載、Buzzfeedいいね数：9,031／シェア数4,610

など

・その他、SNSで話題となった第三者投稿

シェア数：24,000／いいね数：99,000

４ プロモーション



４ プロモーション

【国内プロモーション】

4-5 共感メッセージ＜第３弾＞

(1)目的

広島県内の観光事業者等に向けた応援メッセージを発信することにより、カスタマー
のエンゲージメントを高め、広島のファンづくりに繋げる。

(2)実施内容

広島県内の観光事業者等に向けた応援メッセージをＳＮＳ上で募集。集まったメッ
セージを屋外広告等を活用し発信する。

・県内JR駅等でのポスター掲示

・WEBサイトでの情報発信

(3)成果

・応援メッセージ投稿数：393件

・想定オーガニックリーチ数：71,536人

・Twitterエンゲージメント数：42,579

・WEBサイトPV数：15,941



【国内プロモーション】

4-6 近隣県・県内メディア活用

(1)目的

広島県内及び近隣県向けメディアへ広島県の観光情報に関する企画記事・番組を広く
発信し、県内への誘客を促進する。

(2)実施内容

①タウン情報誌掲載

広島県内及び近隣県向けタウン情報誌への企画記事掲載 計18件

媒体名：TJひろしま、TJおかやま、山口トライアングル、TJまつやま

内容：HITひろしま観光応援プロジェクト、共感メッセージ、

せとうち広島デスティネーションキャンペーン、雪山、

プロダクト情報 など

４ プロモーション



②近隣県テレビ ご当地テレビ情報番組において県内の観光スポット、グルメ等を紹介

◆テレビ山口（山口）

番組名「週末ちぐまや家族」 毎週土曜日9：25~10：23

１回目：尾道市(9/12) ２回目：DC関連(11/14) ３回目：生口島 (3/20 ) を特集

◆愛媛朝日テレビ（愛媛）

番組名「なるちか」 毎週土曜日9：30~10：30

1回目瀬戸田(9/5) ２回目尾道(9/11) を特集

◆日本海テレビ（鳥取・島根）

番組名「土曜スパイス」 毎週土曜日9：25~10：05

１回目：竹原市(9/26) ２回目：呉市(10/３) を特集

◆西日本放送（岡山・香川）

番組名「シアワセ気分」 毎週土曜日9：25~10：25

１回目：福山市(8/29) ２回目：江田島市(11/7）３回目：因島・生口島(3/27) を特集

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-7 メディア誘致・タイアップ（関西圏広報）

(1)目的

大阪を中心とした関西圏の30～40代の女性をターゲットとし、広島県の魅力をテレビ
や雑誌等のメディアを活用して情報発信することで、「旅行先としての広島県」の意識
付けを行い、広島県の観光客数増加及び観光消費額単価の上昇につなげる。

(2)実施内容

関西圏のメディア等に対し、広島県の観光情報を提供し、テレビ番組や雑誌、WEBサ
イト等での情報発信を実施

(3)成果

・メディア露出：227件（TV ５件・雑誌 ２件・WEB 220件）（目標４件）

・広告換算額：269,443千円（目標260,000千円）

・情報接触者数：447,000,000千人（目標25,200千人）

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-8 ひろしま雪山誘客促進協議会

(1)目的

スノーシーズンに雪山への誘客促進を図るため、広島県内及び近隣県に情報発信をする。

(2)実施内容

・メディアを利用した情報発信

・スノーイベントー昨年度広島ガスより寄贈されたスノーボード

をレンタルすることで雪山への誘客につなげる

・広島県スキー場情報サイト「ひろしまＨＯＴ！ＳＮＯＷ」の

運用及び誘導

・ポスターの作成・米軍岩国基地への広報

(3)成果

・メディア露出：TV７件（33分30秒）・ラジオ1件（4分）

紙媒体3紙(中国新聞・スポーツ報知・読売新聞）10回・随時

・広告換算額：51,167千円

・WebサイトPV数：44,957(内、グーグル：19,938・LINE：13,036）

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-9 広島県・島根県観光連携協議会

(1)目的

広島県、島根県、島根県観光連盟とHITが互いに連携し、広島県及び島根県の共通する
テーマ等を活かした観光プロモーションを実施し、誘客及び周遊を促進する。

(2)実施内容

■Webを活用した情報発信

モデルコースや観光スポット、世界遺産や日本遺産・伝統芸能（神楽動画）、

グルメやお酒などの特産品を紹介

■広域周遊観光プロモーション

主に広島県北部又は島根県西部を目的地とした広域周遊を促進するため、テレビ

等によりモデルコースや立ち寄り施設等を紹介

○観光ガイドブックの作成・配布

○メディアを活用したプロモーション

（三次市、庄原市、安芸高田市、北広島町、安芸太田町のスポットを紹介）

４ プロモーション



【国内プロモーション】

■冬季誘客促進

テレビによる情報発信、パンフレット作成

■サイクリング誘客促進

やまなみ街道サイクルスタンプラリーの実施

(3)成果

情報接触者数：広域周遊観光プロモーション 1,497,990人

冬季誘客促進 325,910人

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-10 DISCOVER WEST連携協議会

(1)目的

中国５県における魅力ある観光地づくりと中国５県への誘客促進

(2)実施内容

①着地における魅力・利便性向上の取組み

・コンテンツの新規開拓とさらなる魅力付け

・二次アクセスの整備

・「WEST EXPRESS 銀河」運行に向けた着地でのおもてなし

・「TWILIGHT EXPRESS 瑞風」特別素材

・「体験型」テーマ性（ガイド付き）素材の整備

・DISCOVER WESTハイキング（地元ガイドとまち歩き）

②旅行会社における商品化の促進

４ プロモーション

造成担当者向け研修の開催：12月16，17日

近郊圏からの旅行需要獲得を目的とした京阪神エリアの造成担当者も参加対象とし、
首都圏・中京7、京阪神2、九州2の計11名が参加



③観光素材等の情報発信

・2021年度観光情報説明会の開催

(3)成果

①コンテンツの新規開拓と更なる魅力付け

②広域周遊ルート整備

③旅行会社における商品化の促進

４ プロモーション

観光型高速クルーザー「SEASPICA」の運行に合わせて、三原港への電動自転車配備
など瀬戸内海の魅力を最大限に活かすための素材開発につなげた。

2019年度から瀬戸内海汽船株式会社と連携し、広島県東部エリアを海路で東西に結
ぶルートを開発し、首都圏・中京圏・京阪神・九州各方面からの鉄道利用と組み合わ
せた専用商品「せとうち島たびクルーズ」を設定。

今年度は「SEA SPICA」を導入し取り組みを本格化し、昨年同様の団体旅行として
専用商品の販売を9月より行い、10～12月は個人向旅行、一部地元向けの商品として
も発売した。

また、広島～尾道、尾道～宮島口間で新観光列車「etSETOra」を運行し、海と陸の
両方からせとうちエリアの魅力を発信する広域周遊ルートを整備した。



【国内プロモーション】

4-11 Webサイト、SNSによる情報発信（旧連携事業）

(1)目的

公式観光サイト「ひろしま観光ナビ」や公式SNSを通じた情報発信により、

広島県内の誘客を促進する。

(2)実施内容

・Webサイトへの安全安心情報の追加、トップページのリニューアル

・SNS発信に対しての細かなアクションやコメントの返信

・Twitterの本格的稼働（昨年度まではHPの記事の引用のみ）

(3)成果

・ひろしま観光ナビ PV数 ：7,429,227（R2.4～R3.3）

・公式Facebook：フォロワー数 27,000人(R2.4)→29,600人(R3.3)

・公式Twitter：フォロワー数 2,400人(R2.4) →6,100人(R3.3)

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-12 観光情報誌の発行(さんぽ) （旧連盟事業）

(1)目的

カスタマーのニーズを踏まえ、時節に応じた観光情報を県内外に発信することにより、

周遊を促進する。

(2)実施内容

7月31日発行 77,000部発行

・近隣県 193箇所に配布

・新規に美容院・病院3,798か所追加

3月31日発行 77,000部発行

・近隣県 193箇所に配布

・ひろしま観光ナビ「＃新しい非日常」の

サイトとリンクした記事とコロナ禍の

観光として「野外」「体験」を掲載した

４ プロモーション



【国内プロモーション】（旧連盟事業）

4-13 季節だより

(1)目的

各地の桜の開花状況や紅葉状況を広く知らせ、観光客の誘致促進を図る

(2)実施内容

・もみじだより：10月16日(金)～12月4日(金)

調査個所26か所・ポスター掲示44か所

・さくらだより：3月19日(金)～4月16日(金)

調査個所36か所・ポスター掲示44か所

・ひろしま観光ナビ・Facebookにて週に2回告知

(3)成果

・もみじだより：HP PV数20,163

：Facebook 143,651リーチ

・さくらだより：HP PV数4,811

：Facebook 115,173リーチ

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-14 大都市圏広島県観光キャンペーン事業（東京・大阪）(旧連盟事業）

(1)目的

大都市圏（大阪）において広島県の観光ＰＲを実施するため、広島県観光キャンペー
ン東京連絡会及び広島県観光キャンペーン大阪連絡会に対し助成金を交付する。

(2)実施内容

■大阪

○広島県大阪事務所に「情報観光コーナー」を設け、観光案内、観光情報を提供

○観光展等の開催・参加

在阪中四国９県大阪事務所等と共同で観光物産展を開催するとともに、近畿圏で開
催される各種のイベントにおいて広島県ブースを設置し、広報活動・観光相談等を実施

○旅行会社訪問

○街頭広告，交通広告等の実施

４ プロモーション



【国内プロモーション】

■東京

○中国五県観光情報交換会の開催

中国五県が連携して、旅行会社、出版社へ観光情報を提供する観光情報交換会を実
施

10/15 メディア参加者：35名

3/3 メディア参加者：27名

○西日本旅客鉄道株式会社と連携して、観光プロモーションを実施

3/10 LINEトラベル.jp掲載

「広島で新たなクルーズ体験！「SEA SPICA」で島めぐり！」

(3)成果

情報接触者数：12,159千人

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-15 観光アシスタント等による情報発信（旧連盟事業）

(1)目的

ひろしま、宝しまレディの活動を通じて、広島県の旬の観光情報を発信し、

県内の誘客を促進する。

(2)実施内容

■せとうち広島デスティネーションキャンペーン

オープニング式典や中国地方5県での観光キャンペーンに参加。

インスタグラムの撮影を行う。

■季節だより（紅葉・桜）をマスコミに紹介。

■PR動画やテレビ番組に出演。

計75回活動

(3)成果

公式Facebook フォロワー数： 958人

公式Twitter フォロワー数： 2,156人

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-16 市町担当設置、HITニュース

(1)目的

HITと市町が観光に関する価値観を共有し互いに目指すべきこと等を密にやり取りできる体
制を整える

(2)実施内容

■市町の取組に係るヒアリング実施

■パートナーである市町とのコミュニケー

ションツールとしてHITニュースを発行

することにより、各グループの最新の

情報を市町へ提供

（9月より毎月末発行）

(3)成果

・定期的な市町との連絡

・HITに関する情報提供

・問い合わせ窓口の明確化

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-1 県内向けプロモーション（県誘客促進事業PR）
ひろしま観光ナビ特設ページ制作

(1)目的

広島県の宿泊等割引制度の施策をPRすることにより、観光への動機づけを行い、

県内周遊及び近隣県等からの誘客を促進する。

(2)実施内容

■県民向け情報発信

・地元新聞への広告掲載

中国新聞全５段 2回、半５段 ４回

・テレビCM等の放映

15秒スポットCM 8/24(火)～9/13 (月) 150本

60秒インフォマーシャルなど ７本

ニュース連動企画 １回

・ポスター及びチラシでの情報発信

県内路線バス車内でのポスター掲示及び県内コンビニ等へのチラシ配架

・ひろしま観光ナビ PV数 ：7,429,227（R2.4～R3.3）

４ プロモーション



【国内プロモーション】

4-17 HITひろしま観光大使

(1)目的

県広島ファンを増やし、広島の魅力を広く発信してもらう

ことで、プロモーションの自走化を促進し，県内周遊及び

リピーターの増加を図る。

(2)実施内容

【活動促進】

■勉強会・交流会の開催（12月：コロナにより延期）

・大使同士の交流を深め、情報交換により相互のモチベーションを高めるとともに、

情報発信のスキル向上を図るための講習会を実施

・内容：SNS投稿テクニックセミナー（縮景園・広島県立美術館）

■大使のコミュニティスペース（LINE）構築（２月～）

・HITからの情報提供及び大使の活動履歴を蓄積する場を構築中

■新規プロダクト等へのモニターツアーの開催（３月～）

・広島の新たな魅力の発見の機会を創出するとともにプロダクトのブラッシュアップに

協力してもらうことで当事者意識を持ちながら発信してもらう目的。

４ プロモーション

※QRを使うことにより、個人
のデジタル名刺から何人に紹
介したかや、モニターツアー
の参加確認などが可能



【国内プロモーション】

4-17 HITひろしま観光大使

(2)実施内容（続き）

【広報】

■ウェブページ、ちらし、ポスターを作成し、広く周知

■大使登録に伴う名刺・任命状作成

対面で広島の魅力を広く発信する際に利用する名刺、及び任命状の作成

■SNSを通じた大使募集・紹介キャンペーン（2月下旬～）

(3)成果

■観光大使登録者数 1,702人（目標1,000人）（３月末時点）

■モニターツアー応募者数 182件（募集 62人）※3.4倍

■SNS広告によるデジタルマーケティング（実施中）

（実施期間１ヶ月間）登録者数686人（県内216人 県外470人）

４ プロモーション



【国内・国際プロモーション】

4-18 デジタルマーケティング

(1)目的

各ターゲットに対する適切なプロダクト(観光資源、体験等)や、効果的な媒体及び広告手

法等の組み合わせを把握し、効率的なプロモーションに繋げるため、施策結果をデータで

計測でき、かつ高速かつ精緻なPDCAサイクルを回すことのできるデジタルマーケティング

に着手。

また、顧客の購買行動モデルであるカスタマージャーニーを意識し、旅行者が自発的に

情報を発信し，新たな誘客に繋げる自走する仕組み(循環)の構築を目指す。

４ プロモーション



(2)実施内容

【国内】

〇戦略的に狙ったターゲット層(性別、年齢等)に対し、観光テーマ(「自然」「アウトド

ア」「食」等)毎にオウンドメディア(SNSやWeb等)を活用したデジタル広告による情報

発信と同時に、継続的なデータの収集・分析により、ターゲットの明確化や最適化を進

め、PDCAサイクル機能を有する戦略的なプロモーションを展開。(※実施中)

４ プロモーション

<クリエイティブ例>



(2)実施内容

【国際】

〇台湾・香港の訪日リピーターの個人旅行者(FIT)で、ミレニアム世代(20~30代)を中心に、

現状及びニーズ調査を行い、その結果の仮説検証を目的に実証事業(プロモーション)を実施。

① 定量・定性調査：Webアンケートやインタビューにより、現状(イメージ・認知度)や

ニーズ(各プロダクトの興味度等)を調査し、「ターゲット層×プロダクトテーマ」の

組み合わせを把握。

② 調査結果に基づき、デジタル広告やインフルエンサーによる情報発信等のプロモー

ション実施により実証し、効果的な媒体・手法との組み合わせを把握。

＜ターゲット＞※調査事業から確度の高いターゲットを抽出

・「20~30代」「訪日経験豊富」「友人・知人旅」or「子連れ旅」

・台湾：リゾート/リラックス好き、現地の人との交流好き

・香港：アウトドア好き

＜プロダクト＞

・「リラックス」：清風館、神勝寺、等

・「グルメ」 ：エキニシ、牡蠣の水揚げ体験、等

・「自然(絶景)」：霧の海、三段峡、等

４ プロモーション



(2)実施内容

【共通】

〇 Googleの地域検索サービス「Google Map」を効果的に運用することで、カスタマージャー

ニーの全フェーズに有効な媒体になり得る可能性について検証する。なお、その結果をパート

ナー事業者や市町に普及させることで、自走型プロモーションの循環に繋げることを目指す。

(※実施中)

・Googleマイビジネスのオーナー登録の代行：

オーナー登録することで、施設側で画像や動画、

最新情報や口コミ返信等が可能となり、

カスタマーのGoogle Map上での検索データが見れ、

ニーズ分析も行うことができる。

・対象施設の口コミ分析

既に投稿されている全口コミ(国内・海外含む)を分析し、

ニーズ調査から改善提案を行う。

４ プロモーション



(3)成果

【全体】

〇カスタマー視点でのマーケティング概念(マーケットイン)に基づいたデジタルマーケティング

の手法を習得。

・ペルソナ(注力ターゲット)設計方法

・効果的なターゲティング配信かつデータ収集が可能な媒体及び訴求手法等

・分析スキル、各種分析ツール・計測タグの整備

・各カテゴリーに対する優良ターゲット属性の把握(※具体的な情報は次頁参照)

４ プロモーション



(3)成果

【国内】

〇広告表示回数：約830万回、クリック数：約17万回、平均クリック率２.0%

４ プロモーション

テーマ 優良ターゲット属性

自然・アウトドア 「35-44 女性」「45-54 女性」「25-34 女性」「35-44 男性」
「45-54 男性」

リラクゼーション(温泉) 「45-54 女性」「55-64 女性」「35-44女性」「45-54男性」「25-
34 女性」

ものづくり 「35-44 女性」「45-54 女性」「25-34 女性」「35-44 男性」
「45-54 男性」

サイクリング 「45-54 男性」「35-44 男性」「45-54 女性」「35-44 女性」
「55-64 男性」

グルメ 「45-54 女性」「55-64 女性」「35-44 女性」「45-54 男性」
「25-34 女性」

歴史・文化 「45-54 男性」「45-54 女性」「35-44 女性」「35-44 男性」
「55-64 女性」

アート 「35-44 女性」「45-54 女性」「35-44 女性」「45-54 女性」
「55-64 女性」



(3)成果

【海外】台湾・香港向けプロモーション実証事業

〇広告表示回数：約5,400万回、クリック数：約14万回、平均クリック率0.3%

４ プロモーション

テーマ 優良ターゲット属性

グルメ 「25-34 男性」「18-24 男性」「35-44 男性」

絶景 「25-34 男性」「18-24 男性」「25-34 女性」

リラックス 「25-34 男性」「18-24 男性」「25-34 女性」

■台湾

■香港

テーマ 優良ターゲット属性

グルメ 「25-34 男性」「18-24 男性」「25-34 女性」

絶景 「25-34 男性」「25-34 女性」「18-24 男性」

リラックス 「25-34 男性」「25-34 女性」「18-24 男性」



【国際プロモーション】

4-19 各市場プロモーション

(1)目的

海外から多くの観光客が訪れ、広島で特別な感動と「癒しを与え、世界に誇れる観光地と

なっている状態となるためのプロモーションを実施

※令和2年度は、新型コロナ感染症拡大による外国人観光客の入国制限のため、
プロモーション等の誘客事業は中止し、主にウェブ等を活用した情報発信を実施。

(2)主な実施内容

【１１市場共通】・デジタルマーケティング（香港・台湾：再掲）

・多言語サイト「Visit Hiroshima」の運営、Facebook（英語）による

情報発信

・現地人材を活用した情報収集・プロモーション（仏・韓・台）

・ミシュラン事業

【欧米豪】 ・東京都と連携した、欧米市場へのプロモーション

【アジア】 ・中国地方観光推進協議会と連携したプロモーション（負担金拠出）

（香港、台湾）

・中国事業、韓国事業（単独事業）

・韓国ブログ情報発信事業(単独事業)

４ プロモーション



(2)実施内容

【１１市場共通】

・多言語サイト「Visit Hiroshima」の運営、Facebook（英語）による情報発信

・ミシュランガイド英語版WEB公開、ガイドブックの印刷

(3)成果

・オウンドメディア「Visit Hiroshima」閲覧者数（UU) 239,418人（1月末時点）

・F/B リーチ数206,221（1月末時点）記事投稿41本（9~1月）

４ プロモーション



【１１市場共通】

・現地エージェンシーによる現地マーケットの情報収集（フランス、台湾、韓国）

（１）フランス

【事業内容】

・有力旅行会社への観光情報発信

…Eラーニングサイトの作成、

・有力メディア等への観光情報発信

…モナコ日本展示会、日本展＠ Lavardens城等イベント出展

…現地旅行雑誌等への記事掲載

・最新の訪日旅行市場動向等に関する情報収集

…旅行会社、JNTOパリ事務所等へのヒアリング

【成果】

雑誌、テレビ、ウェブ等のメディア掲載 36回 情報接触者数 64,481人

４ プロモーション



（２）台湾

・現地有力旅行会社２社への広島講座 参加者：20名及び100名

・FBによる記事作成及び情報発信

（８月から16投稿 平均リーチ数449 フォロワー１万人

世羅高原農場の投稿はリーチ数900と、10％程度）

（３）韓国

・現地観光関連の事情調査及び翻訳業務：計２４０回

・KOTFA旅行博，韓日おまつり等へのブース出展

・釜山での飲食店関係者向け試飲会ブース出展

４ プロモーション



【欧米豪】

・東京都と連携した、欧米市場へのプロモーション

東京都が運営する専用ホームページの掲載情報の更新，プロモーション用の動画制作を実施。

新型コロナウイルス感染拡大防止により，外国人観光客の入国制限が続いていることから

海外に加えて、日本国内に居住する外国人も対象とした情報発信を実施した。

４ プロモーション



【アジア】韓国 ブログによる情報発信事業

(1)目的

韓国にて、広島の多種多様なプロダクトの認知拡大を図る。

(2)実施内容

韓国における観光情報の収集源として、ブログの利用が最も多い状況にあり、韓国内で

の利用率No.1、No.2の検索サイト「Naver」「Daum」のブログを活用し、韓国人観光客

目線で訴求力のある広島県内のプロダクト情報を発信した。

(3)成果

・掲載記事本数：26本(13本×2媒体)

・閲覧者数520,000人以上

(1記事あたり、20,000人以上)

４ プロモーション



【アジア】中国事業（非予算事業）

（１）事業内容

・直行便（広島－大連・北京）がある大連において開催された2020 中日（大連）博覧会

に広島専用ブースを出展し、BtoC情報発信及びWechatアンケートによるニーズ調査を

実施

・中国版SNS「Wechatミニプログラム」に広島県のミニプログラム及びページを作成

(２) 成果

入場者数10.3万人、アンケート回答者数105人（ささるコンテンツを確認）

・Wechatミニプログラムは作成中。来年度公開

４ プロモーション



【アジア】

・中国地方観光推進協議会と連携した、アジア市場へのプロモーション（負担金拠出）

（台湾・香港）

（１）台湾

・個人旅行者向けSNS等情報発信事業

（インフルエンサー招請・FB発信

ドライブ周遊動画作成配信⇒現地TVCMで放映・Youtubeに掲載）

（２）香港

・JR西日本との連携事業

■FIT増加への対応として、メディア及びインフルエンサーを招請し、観光地周遊に

便利な『JR-WEST RAIL PASS』を利用した中国５県の観光情報を発信。

■JR西日本の山陽山陰エリアパスを利用したモデル個―ショ及び観光地を掲載した

マップを作成。

４ プロモーション



５ デスティネーションキャンペーン

(1)目的

広島には，まだ見ぬ絶景，初めて食べる美味しいグルメ，新たな体験，知られざる歴史

・文化など，全国の皆様にとって未知なる魅力に溢れており，こういった魅力を「ミタ

イケン（未体験）」というテーマで繋ぐことによって，広島の奥深い観光の魅力を伝え

ていく。



５ デスティネーションキャンペーン

(2)実施内容

＜テーマと観光素材イメージ＞
①観体験：絶景，ＳＮＳ映え
②味体験：グルメ，スイーツ
③実体験：各種体験メニュー
④魅体験：文化・芸術，紅葉など秋の魅力，昔ながらの町並みなど

＜せとうち広島デスティネーションキャンペーン推進協議会＞
平成30年10月31日発足
会長：広島県知事
副会長：（一社）広島県観光連盟会長，西日本旅客鉄道(株)広島支社長
事務局：（一社）広島県観光連盟
構成員：県，市町，観光連盟，せとうち観光推進機構，ＪＲ，観光関連事業者や

メディア等の各種団体



５ デスティネーションキャンペーン

○プロモーション事業
区 分 概 要

パンフレット等
・60万部を作成し，全国の主要駅のラック等に配置（９～12月）
・パンフレットからサイトやＳＮＳに誘導
・フォトコンテストを２回(８･11月)実施

ＷＥＢサイト
インスタグラム

・観光ナビ内に，特集サイトを開設
・インスタグラム「ミタイケンひろしま」を開設
インスタグラムフォロワー数：１.2万人（1/13現在）※当初目標6,000人（12月末）

５連ポスター ・1,000部作成して9月の１ケ月間，全国の主要駅に貼付

ＴＶＣＭ
・ＤＣ期間中，「遠くへ行きたい」の番組ＣＭで放映
・ＪＲ西日本管内の主要駅のサイネージで放映

旅の手帖別冊版
・9月28日に日本交通新聞が制作する別冊版として有料販売(一部負担)等
・ジパング倶楽部等で広報

ＰＲイベント

・近隣県のショッピングモールでのＰＲイベント開催
10/17-18 岡山県岡山市（イオンモール岡山） 10市参加

ガイドブック等配布数：2000セット、インスタフォロー：481名
山陽新聞デジタル版での広報

10/24-25 山口県下関市（ゆめシティ） 4市参加
ガイドブック等配布数：2000セット、インスタフォロー：540名
テレビ山口放送で放映

10/31-11/1 愛媛県松前町（エミフルＭＡＳＡＫＩ） 5市参加
ガイドブック等配布数：2000セット、インスタフォロー：638名
愛媛朝日放送で放映、愛媛新聞掲載

11/7-8 島根県出雲市（ゆめタウン出雲） 8市町参加
ガイドブック等配布数：2000セット、インスタフォロー：373名
日本海テレビジョン放送で放映、山陰中央新報掲載

・ＪＲ広島駅構内でのＰＲイベント開催（10月～11月の日曜・祝日）
10/3 3市町 ガイドブック等配布数：800セット
10/4 2市町 ガイドブック等配布数：560セット
10/11 3市町 ガイドブック等配布数：830セット
10/18 2市町 ガイドブック等配布数：600セット
10/25 2市町 ガイドブック等配布数：800セット
11/1 3市町 ガイドブック等配布数：1005セット
11/8 3市町 ガイドブック等配布数：800セット
11/15 3市町 ガイドブック等配布数：1000セット

プレスツアー

・メディア招聘（10月26日～27日）
参加者：14媒体16名（WEBマガジン,情報誌等）

インスタグラマー２名
※11月中に掲載

広告等掲載
・公共交通機関と連携した車内広告の掲示等
（バス，タクシー，レンタカー，旅客船の各協会との連携）



５ デスティネーションキャンペーン
(3)概況

◆ ＤＣへの取組
コロナ禍でスタートしたＤＣは，本来であれば全国からの誘客を目的としていたが，

感染症の状況を注視しながら，各施設での感染防止対策に努め，近隣県を対象とした
プロモーションに注力したところである。

◆ 各施設の概況
・メイン素材であった観光型高速クルーザー「SEA SPICA」の乗船率は80％(コロナ
対策後の定員数)，観光列車「etSETOra」の乗車率は96％になるなど，新たな観光
周遊ルートの実現につながった。

・新型コロナウイルス感染症の再拡大により，12月の誘客実績は低減したものの，
GoToトラベルや県の誘客促進事業等との相乗効果もあり，期間中の旅行商品の販
売実績は対前年比115%となった。(うち個人型旅行商品は対前年比134%）

・しまなみレンタサイクルの日本人利用者や三段峡の渡船利用者が対前年比較で増加
していることから，自然を楽しみ体験された旅行者が増加していると考えられる。

◆ 目標達成状況
・国内客の宿泊者数の対前年比10％増を目標設定したが，主要宿泊施設を調査した結
果，コロナウイルスの影響等により対前年比80％となった。

・エリア別にみると，備後及び備北エリアでは，90％弱となっている。



（１）会員情報提供事業

・会員サービスの一環として、観光関連情報をメール等で会員に情報提供した。

（２）観光関係団体等会議出席

・市町及び観光関係団体が行う会議等に参加し、意見交換や情報交換を行い、観光振

興事業について支援した。

６ 会員サービス事業


